
氏名： 飛嶋 大輔 Ver.06

No1 予算 15,000円

No2 予算 10,000円

No3 家族会 予算 30,000円

合計 55,000円

３）概算予算： 15,000円

４）実施期間：

６）目標数値：

８）パートナー：

３）概算予算： 10,000円

４）実施期間：

６）目標数値：

８）パートナー：

３）概算予算： 30,000円

４）実施期間：

６）目標数値：

８）パートナー： なし

仙北市、仙北市観光協会

■(No3) 家族会 （事業／推進）

１）実施に至る背景：
日頃私たちがＪＣ運動・活動を行えているのはご家族のご理解とサポートがあるからです。今年1年の感謝をご家族に伝え、今後もＪＣ運動・活動を精
力的に行えるよう、これからもご家族からのサポートをいただける体制を作る必要があります。

２）目的：
（対外）　日頃の感謝を伝え、私たちの活動へのご理解いただくことを目的とします。
（対内）　今年一年サポートしてくださったご家族に感謝を伝えることを目的とします。

2024年12月初旬

５）事業内容：
立食パーティーを行い、アトラクションを設えることで、参加者に楽しかったという思い出を持ち帰っていただきます。

５）事業内容：
角館の名所・名勝をチェックポイント形式で歩きます。
町中に参加、開催周知のポスターを貼り、Google　formにて参加者の応募と把握を行います。
有力な会員候補者に対して、個別に訪問し、ポスターや案内文などを用いて周知と参加を促します。

対外：会員候補者（20～30代）とそのご家族10名以上
対内：①正会員80％以上の参加
　　　　②新入会員1名以上

７）得られる効果：
これまで活動をすることが少なかった仙北市に対して、大曲JCの活動と存在を周知することが出来ます。
歴史ある仙北市のまちで活動することで、これまでは感じられなかった体験ができます。

（対内）
全正会員80％以上の参加
全会員とご家族含め50名の参加

７）得られる効果：日頃の大曲JCの活動やメンバーを知ってもらうことで、次年度以降の活動がスムーズになります。

（事業／推進）■（No2)フィールドワークIN仙北市

１）実施に至る背景：
われわれ大曲JCの活動地域は大仙郷であります。しかしながら、現在の活動地域は大仙市が主となっております。大仙市以外でもJCを広く周知す
るために、県内でも特に伝統ある街である仙北市でも活動をする必要があります。

２）目的：
（対内）　会員同士の絆を深め、大仙郷での会員拡大に前向きになることを目的とします。
（対外）  仙北市民に大曲JCに対し、好印象を持っていただくことを目的とします。

5月初旬

2024/1/24

５）事業内容：
円卓を用いて、飲食を伴う懇親会形式で行います。
食事はお膳でお出しします。
催し物として、大曲昭和五十八年会様による梵天唄の披露を行います。

対外：対外の参加者の100人の達成（23年度は71名）
対内：対内アンケートをとり、名刺の配布枚数を集計した総計が300枚以上の達成

７）得られる効果：
新年賀詞交歓会を開催することにより、外部団体との連携を強固なものとするとともに、
正会員と特別会員及び賛助会員の皆様との関係が構築されます。

なし

（事業内容）

■(No1)新年賀詞交歓会 （事業）

１）実施に至る背景：
輝かしい新年を迎えるにあたり、大曲JCの2024年度活動による地域創造を来賓並びにOBの皆様との共感の場が必要です。

２）目的：
（対内）
会員相互及びご来場者の皆さまとの交流を深めることで今後の人間関係の構築を図ることを目的とします。
また、LOMの魅力や価値を見出し、大曲JCとして一体感を高めることを目的とします。

（対外）
大曲JCは2024年度はどのように地域に貢献していくのかを各方面のみなさまにアピールし、ご理解とご協力を強固なものにすることを目的とします。

（委員会設置目的）

青年ならではの自由闊達な想像力を生かし、新たな仲間を見つけ出し、互いに切磋琢磨できる団体を創造します。

（委員会概算全体予算）

新年賀詞交歓会

フィールドワークIN　仙北市（仮）

委員会名記入　拡大アカデミー委員会 委員長

（委員会設置背景）

親切心あふれる地域を創造するには、青年経済人としてこれからの大仙郷を支える人財を育成し、JC活動を充実させ、魅力が滲み出るリーダーとな
る必要があります。




